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Katherine　Anne　Porter
　　　　永遠への航海
武　田　千　枝　子
　Katherine　Anne　Porterの世界を彩るペシミズムを指摘するのはさほど困
難なことではない。1920年代および30年代をその主要な文学活動期とする
ポーターは，the　Miranda　storiesにおいて少女の苦いinitiationを，他の
中・短編において故国を離れて移植された人びとの異郷での挫折と幻滅，不安
と絶望を描き続け，終盤にいたって，‘‘The　Leaning　Tower”（1941）とShi
ofFools（1962）とにおいて国家主義・全体主義の脅威に見舞われた30年代を
　　　　　　　　　　（1）
‘‘唐凾高b盾撃奄メ@naturalism”　といわれる一見自然主義的な克明な細部描写によっ
て描き出した。二人の批評家があいついで彼女の悲劇的な世界観を跡付けてみ
せたのは，待望久しかった，そしておそらく彼女のpte－一・の長編となるであろう
　　　　　　　　　　　　　　　　（2）Ship　of　Foolsの発表直後のことである。
　最初の短編集Floωering　Judas　and　Other　Stories（1930）の1940年版の序文
の中で，既に発表されたものはもとより，以後発表される作品をも含む彼女の
作品の総体（“amuch　larger　plan”）の基調となるものにふれて彼女は次の
ように述べている。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　り　　For　mysclf，　and　I　was　not　alone，　all　the　conscious　and　recollected
　　years　of　my　life　have　been　lived　to　this　day　under　the　heavy　thrcat　of
　　world　catastrophe，　and　most　of　the　energies　of　my　mind　and　spirit
　　have　been　spent　in　the　effort　to　grasp　the　meaning　of　those　threats，
　　to　trace　them　to　their　sources　and　to　understand　the　logic　of　this
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（3＞　　majestic　and　terrible　failure　of　the　life　of　man　in　the　Western　world．
ここには人間の内面および外面からのおびただしい脅威と圧迫とに満ちた
　　　　（4）‘‘垂浮窒?@chaos”である生を生きる人びとがなぜ果しない幻滅を味わわなけれぽ
ならないのかを見極めようとする意図が表明されている。ここにはまた同時
に，破れさる人びとを“量nthe　Western　world”に限定することによって，
それ以外の他の世界における救いの可能性が暗示されていると考えられる。果
してその救いが存在するのかどうか，存在するとすれば，いかなる形において
それは可能か，という問題を考察するのがこの小論の目的である。
　ポーターにとってのメキシコは20年代のアメリカの他の作家たちにとって
のヨーロッパであった。それは彼女の人生の危機に際して進むぺき方向を指示
し，メキシコを舞台とする作品のみならず，最後の長編にいたるまでのほとん
どすべての作品の基本的なパターンを提供する。彼女が訪れた他の国ぐにの中
で，影響力の面でのメキシコの重要性に匹敵し得るものはないといってよい。
第一次大戦終結直前デンバーで感染した悪性の流行性感冒による死の渕からの
脱出後，独自の生き方をする必要を自覚した彼女をメキシコへ駆り立てて革命
　　　　　　　（5）に参加させたのは，かつて少女の頃目撃したフランシスコ・1・マデPによる
革命の7場面の記憶であったと思われる。
　　During　the　Madero　revolution　I　watched　a　street　battle　betwecn
　　Maderistas　and　Federal　troops　from　thc　window　of　a　cathedral；a
　　grape．vine　heavy　with　tiny　black　grapes　formed　a　screcn，　and　a
　　very　oid　Indian　woman　stood　near　me，　perfectly　silent，　hold三ng　my
　　　　　ミsleeve，　Later　she　said　to　me，　whell　the　dead　were　being　piled　f‘）r
　　buming　in　the　public　square，‘‘It　is　all　a　great　trouble　now，　but　it
　　is　for　the　sake　of　happiness　to　come．”　She　crossed　herself，　and　I
　　mistook　her　meaning．
　　　‘‘In　heaven？”　Iasked．　Her　scorn　was　splendid．
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　　　‘‘No，　on　earth．　Happiness　f〈）r　men，　not丘）r　angels　！”
　　　She　seemed　to　me　then　to　have　caught　the　whole　meaning　of　revo．
　　lution，　and　to　have　said　it　in　a　phrase．　From　that　day　I　watched
　　　　　　（6）　　Mexico．．．．
インディアンの老婆の言葉から，死を伴う革命の混乱は現世の幸福を得るため
　　　　　　　　　　●のものであり，現世の幸福の希求がメキシコ革命の底を流れる基本的な思想で
あることを彼女は悟ったのである。この認識が彼女のメキシコに対する意識的
な関心の出発点となっている。1921年のオブレゴン革命の体験について語ら
れた次の言葉は，マデロ革命の意味を彼女自ら確認したことを物語っている。
　　1＿had，　in　the　midst　6f［the　Obreg6n　Revolution］，　the　most　mar－
　　velous，　natural，　spontaneous　experience　of　my　life．　It　was　a　tcr－
　　ribly　exciting　time．　Itωas　alive，伽伽漉加鉱　But　nobody　seemed　to
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（7）　　think　of　that’lt：fTe　was　in　it，　too［italics　mine］．
混乱の中に消えることのないlifeへの強烈な志向を彼女は確実にメキシコの
中にみてとったのである。
　ポーターの最初に発表された作品である“Maria　Concepci6n”（1922）は，
彼女の世界の根本問題を呈示し，他の作品にはみられない最も明確かつ積極的
な形でそれに解決を与えているという意味でその重要性はきわめて大きいとい
わなけれぽならない。Maria　Concepci6nは教会で正式に結婚式をあげて結
ぼれた夫Juan　villegasが彼女を裏切ってMaria　Rosaのもとへ奔ったと
き，村人の同情も拒み，一人悲しみに耐えている。しかし夫が彼女のもとへ戻
ったとき，長い間抑制されていた怒りと悲しみが彼女を包み，彼女の静から動
への変貌が起る。
　　　At　once　she　came　to　her　senses　completely，　recognized　the　thing
　　that　troubled　her　so　terribly，　was　certain　of　what　she　wanted．
　　She．．．gave　herself　over　to　her　long　devouring　sorrow．　Thc　thing
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　　　which　had　f（）r　so　long　squeczed　her　whole　body　into　a　tight　dumb
　　　knot　of　suffering　suddcnly　broke　with　shocking　violence．　She
　　　jerked　with　the　involuntary　rccoil　of　one　who　receives　a　blow，　and
　　　the　sweat　poured　from　her　skin　as　if　the　wound　of　her　whole　life
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（8）　　　were　shedding　their　salt　ichor．
Juanと満ち足りた平和な日々を送っていたMarfa　Concepci6nは自己を主
張しない，夫のいかなる命令にもぎわめて従順な女性であった。しかし彼女の
幸福を破壊した敵を見定め，自らの意志で，しかもおそらく，日頃鶏の頸を刎
ねるときのあの無情で適確な刃さぼきでこれを殺害したあとの彼女は，‘‘a
creature　unknown　to　him，　who　bewildered　him　utterly，　f（）r　whom
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（9）there　was　no　possible　explanation”として夫の前に姿を現わす。
　　　He　could　not　fathom　her，　nor　himself，　nor　the　mysterious　f（）rtunes
　　　of　life　grown　so　instantly　confused　where　all　had　seemed　so　gay
　　　and　simple．　He　felt　too　that　she　had　become　invaluable，　a　woman
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1o｝
　　　without　equal　among　a　million　women，　and　he　could　not　tell　why．
彼女は危機を境に過去の自分と訣別し，他の女性とは異なる独自の存在となり
得たのである。それが彼女に破壊された秩序と調和の世界の回復を可能にした
といえる。ここで注目すべきことは，奪われた世界の回復という至極正当な理
由があるにせよ，善良なクリスチャンである彼女のMaria　Rosa殺害が夫を
はじめ村人たちの偽証によって黙過されるという点である。
　　　　Marfa　Concepci6n　suddenly　felt　herself　guarded，　surrounded，
　　　upborne　by　her　faithfu1　friends．　They　were　around　her，　speaking　fbr
　　　her，　defending　her，　the　forces　of　life　were　ranged　invincibly　with　her
　　　　　　　　　　　　　　　　　（11）
　　　against　the　beaten　dead．
死者に優先して生者の立場を擁護するインディアンの積極的な生への志向が
Maria　Concepci6nの残存を可能にしているのである。
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　危機を境に過去と訣別し，別の意味での強さを獲得するというパターンは，
他のメキシコを舞台とする短編にも繰り返し用いられている。恋の殉教者とな
った“The　Martyr”（1923）の高名な画家Rub6nは，恋敵の二流画家に彼
のモデルで恋人でもあるIsabelを奪われて以来，仕事には見向きもせず，食
事にうつつを抜かして醜く肥り，遂にカエェで命を落してしまう。才能の破壊
にいたる徹底した堕落ぶりが戯画化されている。“Virgin　Violeta”（1924）は
のちのMirandaをおもわせる少女Violetaのinitiationの物語である。美
しい姉Blancaと競ってひそかに従兄Carlosを慕うVioletaは，彼女の真
剣な愛が彼に愚弄されひどく傷つけられる。彼女の彼に対する気持は一転して
憎しみに変り，姉に対しても対等に振舞う。秋の学期が始まっても修道院に戻
るつもりはない。‘‘That　Tree”（1934）の語り手がラテンアメリカ革命の権威
としてジャーナリズムで成功したのは，彼の夢‘that　tree’を理解することの
出来ないMiriamが去って行ったためであった。彼はそれを機会に，ただ夢
を追うだけのろくでなしではないことを証明するための努力を続け，成功した
彼のもとへ戻りたいという彼女の願いを結局受け入れはしないのである。
　メキシコものに見出されるこのパターンは自伝的要素の強いthe　Miranda
storiesに登場するMirandaの祖母sophia　Jane　Rheaに再び現われる。
古い南部の整然とした秩序の支配する世界で従順と忍耐の生活を送ってきた彼
女は，破産と幻滅と裏切りを経験するたびに堅固な性格を身につけ，雄々しく
人生に立ち向う。一家の秩序・権威であり，Mirandaの世界の‘the　source’
である祖母の性格は，彼女を敬愛しかつその圧迫から逃れたいと願う孫娘に受
け継がれている。メキシコものとミランダ物語とに共通に見出されるパターン
は，後者で南部の過去（厳密にはロマンティックな色彩に彩られた過去の伝説）
と訣別したポーターが，過去の南部のもつ不変の価値を見出した場所がメキシ
　　　　　　　　　（12）コであったという推測を裏付けてくれる。発表の年代はメキシコものがミラン
ダ物語に先んずるが，テーマの発展の上からみると，その順序はむしろ逆で，過
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去と訣別したMirandaの現実との闘いがメキシコものに属する“Flowering
Judas”（1930）や‘‘Hacienda”（1932）で扱われているように，ミランダ物
語がポーターの世界の起点に位置すると考えられるからである。
　ポーターの描く女性の中でMaria　Concepci6nはrealistとしての特質を
最も濃厚に備えている。己れの欲するところをわきまえ，それに向って行動を
起し，所期の目的を達成する。己れの飢えを癒すためには頸を刎ねられようと
している鶏たちがみせる苦痛の表情に一瞥も与えず，己れの幸福のためならば
Maria　Rosaの死顔にむしろ落着きを取り戻す。取調べの役人に対して偽の証
言をするのも回復すべき幸福を確実なものにしたいという彼女にとって正当な
理由によっている。“Maria　Concepci6n”を一つの陸標とみなすDaniel
CurleyはMaria　Concepci6nの生への志向を他の人物たちのそれと区別し
て次のように述べている。
　　Never　again　is　a　protagonist　to　know　her　encmy　so　clearly，　and
　　never　again　will　there　be　a　woman　thus　capable　of　exerting　her
　　f‘）rce　in　the　direction　of　life．　As　a　result，　never　again　is　such　a　har－
　　mony　to　be　established．　From　now　on，　a　hostile　cnvironment　will
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（13）　　relentlessly　destroy　the　individual．
彼はこの作品において示されたメキシコを約束の土地とするポーターの考えが
初後変化したと断言する114冠かtlこメキシ。を扱う他の作品の中で・・Fl。w－
ering　Judas”と“Hacienda”とは外部の世界を完全に拒否することにより
陥る，精神の飢えも渇きも癒されない不毛の真空状態を描いている。Lauraや
名前を与えられない女流作家‘she’は，　Maria　Concepci6nを最右翼とするポ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（15）
・・^ーの女性を結ぶ線上の反対の極に位置している。彼女たちは最後の長編
Ship　of　Foolsに登場する三人の女性，愛の欠如により人生を不毛なものとして
いるJenny　Brown，　Mrs．　Treadwell，　La　condesaを予示している。この
意味で，メキシコを舞台の一部とするShip　of　Foblsは“Maria　Concepci6n”
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に相対する作品であり，後にふれるように，そこに最初の作品で描かれたメキシ
コの世界の残照がみられるのである。この両作品の間で挫折を繰り返しながら
続けられる至福の世界の探求は，ポータ・・のメキシコ観を逆に浮び上らせよう
とする陰画的な役割を果すものである。この最も顕著な例として‘？ale　Horse，
Pale　Rider”をとり上げよう。
　‘‘Pale　Horse，　Pale】EUder”（1938）は，第一次大戦中デンバーでthe
Rocky　Mountain．ZVewsの記者をしていたポーターが流行性感冒から重態に陥
ったときの経験に基くものといわれている。その後彼女がメキシコ行きを決意
した事情は既に述Nた通りである。この作品にいたる一連のミラソダ物語で
Mirandaのinitiationを通して彼女の未来が決して美しいものではあり得な
いことが示されたのに続いて，成人した彼女を扱うこの作品では，過去の伝説，
虚構の世界と訣別した彼女の現実との闘いが描かれる。24オのMirandaは
ある新聞社に勤める演劇関係のリポーターである。町は戦争と流行性感冒の脅
威に満ちている。この悪性の感冒に感染したMirandaは，長い病院生活を終
えて退院する日に，彼女を看護してくれた恋人Adamの死を告げられる。
　　　　　　　　　　　　　　　　（16）Nanceはこれを“a　story　of　death”と解釈するのであるが，高熱にうなさ
れるMirandaの四つの夢を検討することにより作品の意味を考えることにし
よう。
　戦争と流行性感冒は現実の世界においてMirandaを脅かす死である。こ
　　　　　　　　　　　　　　　　　（17）の苛酷な現実を和らげてくれるのは夢であり，夢の中でのみ戦争は忘れ去られ
る。しかし彼女はその夢の中でも絶えず死の影に脅かされているのである。冒頭
の第一の夢の舞台は子供時代の南部の農場の明け方である。灰色の馬に跨った
青ざめた顔の見知らぬ（だがどこかで見た覚えのある）男が彼女に同行を求
　　　　　　　　（18）る。死であるこの男の誘いに対してMirandaは死と悪魔とを追い抜くことの出
来る馬Graylieを選ぶのである。悪魔の恐れる流れをものともしないGraylie
の選択は，死に打ち勝とうとする彼女の意志を表わしている。彼女の第二の夢
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は高熱に苦しみながら下宿で寝ているときにみるものである。高熱のために冷
たい雪ti」に憧れ，その冷たさが苛酷な現実を連想させるため故郷の南部の暖か
さを求める。南部の静かな入江は細身の帆船を浮べ，その背後に‘‘awrithing
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（19）
terribly　alive　and　secret　place　of　death”であるジャングルがひろがって
いる。船からは彼女が身体を横たえているベッドの脚のところまで歩み板が渡
されていて，それを伝ってMirandaは船に乗りジャングルへと入って行く。
しかし，ここにそれを見つめているベッドの上のMirandaが残されているこ
とを見逃すことは出来ない。
　　　Without　surprise，　watching　her　pillow，　she　saw　hcrself　run　swiftly
　　　down　this　gangplank　to　the　slanting　dcck，　and　standing　there，　she
　　　Ieaned　on　the　rail　and　waved　gaily　to　herself　in　bed，　and　the　slender
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（20）
　　　ship　spread　its　wings　and　sailed　away　into　the　jungle．
Mirandaは同じ部屋で引き続き第三の夢をみる。その直前，彼女とAdamと
は“Pale　horse，　pale　rider，　done　taken　my　lover　away．．．”で始まる黒人
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　9
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ霊歌を口ずさんでいた。彼女は突然死の森である“sleep　that　was　not　sleep
but　clcar　evening　light　in　a　small　green　wood，　an　angry　dangerous
wood　full　of　inhuman　concealed　voices　singing　sharply　like　the　whine
　　　　　（21）
of　arrows”に落ち込む。その森でAdamは捻りをあげる矢の攻撃を二度か
わす。三度目に
　　　［Miranda］threw　herself　before　him，　angrily　and　selfishly　she　inter－
　　　posed　between　him　and　the　track　of　the　arrow，　crying，　No，、no，　likg
　　　achild　cheated　in　a　game，　It’s　my　turn　now，　why　must　you　always
　　　bc　the　one　to　die　？　and　the　arrows　struck　hcr　cleanly　through　the　heart
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（22）
　　　and　through　his　body　and　he・lay　dead，　and　she　sti1】．　livcd．■一．
Mirandaが生き残る運命にあることは，黒人霊歌にっいて語り合った際の彼
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（23）
女の言葉“Death　always　leaves　one　singer　to　mourn．”に予示されてい
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る。愛する者すべてを失ったあとでその悲しみに耐えて現実を直視する‘‘one
singer　to　mourn”たる強さを彼女は与えられている。彼女はこの夢をみる前
に，目覚めない心配があるので眠るのがこわいとAdamに告げそいる。　Laura
も死の現われる眠りを恐れたし，“The　Circus”（1935）の少女Mirandaも
サーカスの恐ろしい光景を夢にみることを免れようと眠りを恐れた。これは人
生の醜悪な面から逃れたいというMirandaの恐怖に満ちた願いと，それにも
拘らず彼女の人生はそれを回避してはあり得ないという認識を示すものであろ
う。一方Adamの死は彼の結末での病死を暗示している。“a　fine　healthy
apple”のようで人生の苦痛を経験したことがない彼は所詮この圧迫に満ちた
現実を生きるにはあまりにも汚れのなさすぎる，その意味でMirandaとは対
照的な存在なのである。
’Mirandaの三つの夢における死との対面は，既にみたようにいずれも彼女
の死からの逃避を暗示する状況を含んでいる。入院中の彼女がみる第四の夢で
はそれがさらに明確な形をとって示される。暗黒の底に肉体の機能をすべて剥
奪されて横たわっている彼女は，ただ‘‘one　single　motive，　the　stubborn
will　to　live”　となっている。
　　The　fiery　motionless　particle　set　itselfunaided　to　resist　destruction．．．．
　　　At　once　it　grew，　flattened，　thinned　to　a　fine　radiance，　sprcad　likc
　　a　great　fan　and　curved　out　into　a　rainbow　through　which　Miranda，
　　cnchanted，　altogether　believing，　looked　upon　a　deep　clear　landscape
　　of　sea　and　sand，　of　soft　meadow　and　sky，　freshly　washed　and　glisten－
　　ing　with　transparencies　of　blue．　Why，　of　course，　of　course，　said
　　Miranda，　without　surprise　but　with　serene　rapture　as　if　some　promise
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（24）　　made　to　her　had　been　kept　long　after　she　had　ceased　to　hope　f（）r　it．
死の直前の天国の一瞥はあまりにも遅れて来た約束の結実であるかのように
Mirandaには思われた。しかし，彼女にそれを見ることを得さしめたのは生
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き残ろうとする彼女の意志にほかならない。
　四つの夢には死の影と残存の可能性がいくつかの対照によって呈示されてい
る。それらは現実と過去，冷えと暖かさ，不安と安定，そして闇と光である。
最後の夢の暗黒の底に点じられた一つの光の点がやがてひろがって弧を描くよ
うに，Miralldaの意識の中でこれらの対照は同時的であり相互に流動的であ
る。それは両者が表裏一体の関係にあることを語っている。そして死の深渕か
ら脱出した彼女が直面する生の本質をもあらわしている。病室の窓から彼女が
眺める大戦終結の日の戸外は
　　the　dull　world　to　which　she　was　condemned，　where　the　light　seemed
　　丘1med　over　with　cobwebs，　all　the　bright　surfaces　corroded；　the　sharp
　　planes　mclted　and　formless，　all　objects　and　beings　meaningless，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（25）　　ah，　dead　and　withered　things　that　believed　themselves　alive！
であった。それは彼女が垣間見たあの天国の光も澄みきった青さもない世界で
あった。死の影を宿す生，生きながらの死がその姿であった。Sophia　Janeを
おもわせる‘‘Thc　Jilting　of　Granny　weatheralP’（1929）のEllenの生き
る暗黒の，秩序に欠けた空虚な生きながらの地獄も，少女Mirandaが‘‘the
cruel　joke”と感じるサーカスでみた‘‘the　bittcr　terrified　face　of　thc　man
　　　　　　　　　　　　　　　　　（26，in　blowsy　white　falling　to　his　deatl1”@もポーターが‘‘pure　chaos”という
人生の姿である。しかし，たとえ現実は依然として光のない荒地であっても，
死の影を脱出したMiralldaの生きる意志，死を乗り越えた強靱な精神は逃
れることの出来ない生との闘いを彼女に続けさせるのである。
　Ship　ofFoolsの第三部‘‘Thc　Harbours”の冒頭に置かれたSt・Paulの言
葉‘‘For　here　have　we　no　continuing　city＿”（To　the　Hebreips，13：1　4S），
にある「とこしえの都」とは永久に続く，来るべき天の秩序による都，真の神
の都を意味する。それはポーターがこの長編を‘‘aparable　of　the　ship　of
　　　　　　　　　　　　　　　　　（27）this　world　on　its　voyage　to　eternity”というときの‘‘eternity”であり，
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‘‘垂浮窒?@chao3”と対峙する。　sophia　Janeの死にょって‘‘heavenly　order”
の支配する世界を失ったMirandaは，メキシコからドイツへ向うVera号の
船客（Jenny　Brown，　Mrs．　Treadwell，　La　condesa）となって「とこしえ
の都」を求める旅に出る。
　Vera号の航行が希望の土地への接近を意味すると信じている航客はJenny
の苦い認識を共有しなけれぽならない。
　　　It’s　the　wrong　place　altogether，　I　ncver　rneant　to　be　here，　and　I　be－
　　　lieved　1　was　on　my　way　somewlhere　else　altogether　dififerent－maybe
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（28）　　　there　never　was　any　such　place，　or　anyway，　not　fbr　mc．
「とこしえの都」は秩序ある澄んだ光に輝く緑の牧場としてEllen　Weathcrall
とMirandaとによって垣間見られたのみである。　JennyやMrs・Treadwel1
が求める「とこしえの都」もまたこの混乱の船上で遠く垣間見られるだけで終
る。不毛な愛に支えられたJennyとDavid　scott，それに“hcr　incurable
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（29　gricf　over　the　failurc　of　lov60r　what　she　had　l⊃een　told　was　Iove”か
ら絶望に陥るMrs．　Treadwellと対照的に，純粋で強固な愛を体現している
男女が描かれている。同じ船でスペ，インペ三ケ月の新婚旅行に出かける若くて
美しいメキシコ人夫婦である。時折船客たちの問に姿をみせるだけで，彼らと
はほとんど交渉のない二人の存在は，他の船客たちとの価値の上での距離を表
わしている。愛人であるJennyに対して嫉妬と憎悪、（自らはそれと認識して
いない）しか感じないDavidの目に映じた彼らは
　　　were　strolling　together，　camc　upon　the　scene　and　paused　there，
　　　amiable，　distant，　like　charmed　visitors　from　anothcr　planet．　They
　　　did　not　dance　or　put　on　paper　hats　or　drink　or　play　cards　or　grin　at
　　　other　peoplc．　They　did　not　even　talk　much　to　each　other；but　they
　　　were　paired，　that　was　clear．　This　silence，　this　isolation，　this　cere－
　　　monial　exclusion　from　their　attention　of　all　but　their　love　and　thcir
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　　first　lessons　in　each　other，　seemed　natural，　right，　superb　to　David．
　　He　surmised　in　thcm　grav量ty　and　severity　bf　character；under　their
　　beauty　thcre　lay　the　promise　of　dryness　and　formality　in　time；but
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（30）　　thc　marriage　would　last，　they　were　joined　for　good・
時の挑戦に彼らの若さが失われようとも，それなりの秩序と調和を備えた堅固
な独自の世界は崩壊することはない。それゆえDavidはその世界をJennyと
の生活のために得たいと憧れるのである。一方，花嫁は甲板で車椅子の老人の
姿をみてしりごみする。
　　The　bride，　who　was　gentle－hearted，　repented　at　once　of　hcr　unchari－
　　table　feelings，　and　being　honest，　she　knew　they　were　caused　by　her
　　horror　of　age　and　ugliness　and　sickness　and　her　fear　of　them，　and　her
　　grcater　fear　of　death，　which　was　the　only　altcrnative，　the　one　possible
　　　　　　　　　　　（31）　　escape　from　them・
彼女の誠実さ，自己を冷静にみつめる勇気は自己を欺き続ける危険から彼女自
身を守っている。彼女の無慈悲な心は現実の脅威即ち醜悪な老令，病そして死
を，外部の世界を拒もうとする姿勢から生じたものであることを彼女はみてと
ることが出来たのである。ここで外部の世界を拒み続けたLauraの不毛の世
界を思い起すことが出来よう。花嫁のこの誠実さはポーターがメキシコ人の特
質として最も高く評価した‘‘the　passion　for　individual　expression　without
　　　　（32）hypocrisy”と同質のものではなかろうか。
　ポーターが混沌たる世界において絶えず求めてきた「とこしえの都」はその
存在が暗示されるだけに終っているが，彼女の強調はむしろそれを垣間見るこ
とを可能にする生き残ろうとする強固な意志にある。それは“Maria　Concep－
ci6n”でメキシコの特質として正面から取り上げられたものであった。　Ship
of　Foolsのメキシコの花嫁には自己の欲求と感情の動きを正視し，他の作品の
人物にみる自己を欺き続けて虚偽の世界にのめりこんで行く危険から彼女を救
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う誠実さが与えられているのをみた。一方は積極的に，他方は消極的に処理さ
れているが，この二つの作品にポーターのメキシコに対する評価は最もよく表
わされているといえよう。
　「ξこしえの都」に対する希求というポーターの中心テーマは当然のことな
がら彼女の小説のformを決定する。「意識の流れ」の手法を用いて混濁した
Mirandaの意識と現実とを交互させる“Pale　Horse，　Pale　Rider”では四つの
夢が中心となり，その夢が段階的に発展して残存の可能性と天国の瞥見と果し
ない旅の図式が鮮明にされる。さらに小宇宙としての‘the　circus，’‘hacienda，’
Vera号及び‘the　cracked　lobking　glass，’‘the　leaning　tower’などの中心的イ
メージは，エピソードの積み重ねが一見混沌とした印象を与える作品に秩序と
統一とをもたらしている。ポーター一・・はHenry　Jamesと並んでformに対す
る関心の高い，意識的な芸術家であるといわれるが，それはとりもなおさず彼
女の‘‘heavenly　order”への強烈な希求の表われなのである。
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